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表紙：
「奈良春日神社」川瀬巴水 画
［渡辺版画店］大正１０（1921）年
1 枚　39×27cm

（『旅みやげ 第 2 集』所収）
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2592076/4

＊「開館 70 周年記念展示　本の玉手箱―国立国会図書
館 70 年の歴史と蔵書―」関西後期で展示します。
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「兵要地誌図」にみる
中島敦がいた時代のパラオ
冨 田 穰 治

国立国会図書館の蔵書から

　

明
治
期
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
の
陸

軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
に
つ
い
て
多
数
の
地
図
を
作
製
し
て
き
た
。
戦

争
や
植
民
地
統
治
の
た
め
に
作
製
さ
れ
た
こ
れ
ら

の
地
図
は
、「
外
邦
図
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
外

邦
図
は
、
当
時
の
地
理
情
報
を
克
明
に
記
録
し
た

資
料
と
し
て
独
自
の
価
値
を
持
つ
も
の
の
、
そ
れ

ゆ
え
に
秘
匿
性
の
高
い
軍
事
情
報
と
し
て
厳
重
に

管
理
さ
れ
た
上
、
終
戦
時
に
大
量
に
焼
却
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
謎
の
多
い
資
料
群
で
あ
る
。

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
帝
国
図
書
館
旧
蔵
資

料
に
加
え
、
参
議
院
図
書
館
か
ら
の
移
管
、
外
務

省
や
国
土
地
理
院
、
東
京
地
学
協
会
な
ど
か
ら
の

寄
贈
、
市
中
か
ら
の
購
入
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
収

集
活
動
に
よ
り
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
て
き

た
。

　

そ
の
中
で
も
興
味
深
い
の
が
、「
兵
要
地
誌
図
」

で
あ
る
。
兵
要
地
誌
図
は
、
基
図
と
な
る
地
形
図

等
に
、
陣
地
の
構
築
、
車
両
の
通
行
や
舟
艇
に
よ

る
上
陸
の
容
易
さ
、
食
糧
や
飲
料
水
の
確
保
な
ど

の
情
報
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
軍
事
行
動
に

か
か
わ
る
様
々
な
地
誌
的
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い

る
た
め
、
当
時
の
状
況
が
よ
り
鮮
明
に
伝
わ
っ
て

く
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
昭
和
19（
１
９
４
４
）年
６
月
に

参
謀
本
部
が
調
製
し
た
「
パ
ラ
オ
諸
島
兵
要
地
誌

資
料
圖　

其
２
（
コ
ロ
ー
ル
島
．
ア
ラ
カ
ベ
サ
ン

今 月 の 一 冊

パラオ諸島兵要地誌資料圖　其2 （コロール島.アラカベサン島.マラカル島） 
参謀本部［作］　参謀本部　1944.6 調製 ＜請求記号 YG813-856＞
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島
．
マ
ラ
カ
ル
島
）」
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ

の
年
の
３
月
の
パ
ラ
オ
大
空
襲
で
地
図
上
の
多
く

の
施
設
は
灰
燼
に
帰
し
て
い
る
の
で
、
本
資
料
が

伝
え
る
の
は
そ
の
直
前
の
姿
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
、
南
洋
委
任
統
治
領
と

し
て
旧
ド
イ
ツ
領
南
洋
群
島
を
獲
得
し
た
日
本

は
、
そ
の
統
治
機
関
と
し
て
大
正
11（
１
９
２
２
）

年
に
南
洋
庁
を
パ
ラ
オ
諸
島
の
コ
ロ
ー
ル
に
設
置

し
た
。
そ
の
南
洋
庁
内
務
部
地
方
課
編
修
書
記
と

し
て
コ
ロ
ー
ル
に
赴
任
し
た
の
が
、短
編
小
説『
山

月
記
』
で
名
高
い
中
島
敦
で
あ
る
。
現
地
で
の
日

本
語
教
育
に
用
い
る
教
科
書
を
作
成
す
る
の
が
主

な
職
務
で
あ
っ
た
。
こ
の
赴
任
の
動
機
に
は
、
持

病
の
喘
息
の
転
地
療
養
に
加
え
、
南
洋
へ
の
憧
憬

も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
宝
島
』の
作
者
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
ソ
ン
の
サ
モ
ア
に
お
け
る
晩
年
の
生
活
を
描

い
た
小
説
『
光
と
風
と
夢
』
や
、「
あ
る
時
は
ゴ
ー

ガ
ン
の
如
逞
ま
し
き
野な

ま生
の
い
の
ち
に
觸
れ
ば
や

と
思
ふ
」「
あ
る
時
は
ス
テ
ィ
ヴ
ン
ソ
ン
が
美
し

き
夢
に
分
け
入
り
醉
ひ
し
れ
し
こ
と
」（『
和う

歌た

で

な
い
歌う

た

』）
と
い
っ
た
短
歌
か
ら
は
そ
の
一
端
が

窺
え
る
。
中
島
敦
の
赴
任
は
昭
和
16（
１
９
４
１
）

年
７
月
６
日
、
ま
さ
に
本
資
料
が
伝
え
る
時
代
で

あ
る
。

　

当
時
の
南
洋
委
任
統
治
領
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の

栽
培
、
鰹
節
製
造
、
リ
ン
（
燐
）
鉱
業
な
ど
で
発

展
し
、
日
本
人
も
急
増
し
て
昭
和
10（
１
９
３
５
）

（右）「南洋廳正門」
『南洋群島寫眞帖』南洋廳 編纂　

南洋廳　1932.7
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/

pid/1899662/19

南洋委任統治領の中心地だったコロールには、中島敦が勤務した南洋庁のほか、日本放送協会（特殊法人化される前の社団法人時代、現NHK）の放送局や新聞社（南
洋新報社）に加えて、野球場などの娯楽施設もあった。

（左）中島敦（1909-1942）肖像
『 中島 敦 全 集　 第１巻（ 耽 美 派 の 研

究、雑纂、断片、余録）』文治堂書店　
1960＜請求記号918.6-N566n2＞
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年
に
は
約
５
万
２
千
人
と
な
り
、
在
来
住
民
数
を

上
回
っ
た
。

　

南
洋
委
任
統
治
領
の
経
済
的
・
軍
事
的
重
要
性

が
高
ま
る
と
と
も
に
交
通
網
も
充
実
し
、
昭
和
15

（
１
９
４
０
）年
に
は
横
浜
～
パ
ラ
オ
間
、
翌
年
に

は
パ
ラ
オ
～
ヤ
ル
ー
ト
間
の
航
空
路
線
（
大
日
本

航
空
株
式
会
社
）
ま
で
開
設
さ
れ
た
。
中
島
敦
も

南
洋
庁
の
出
張
で
は
南
洋
島
内
線
の
飛
行
艇
を
利

用
し
て
い
る
。
本
資
料
で
は
、
丸
に
囲
ま
れ
た
Ｙ

の
よ
う
な
記
号
で
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、
水
上
機

専
用
の
飛
行
場
で
あ
る
水
上
航
空
基
地
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
繁
栄
は
外
面
的
な
も
の
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。「
お
前
が
南
方
に
期
待
し
て
ゐ
た
も
の

は
、
斯（

こ
）
ん
な
無
爲
と
倦
怠
と
で
は
な
か
つ
た
筈

だ
。
そ
れ
は
、
新
し
い
未
知
の
環
境
の
中
に
己お

の
れを

投
出
し
て
、
己お

の
れの
中
に
あ
つ
て
未ま

だ
己
の
知
ら
な

い
で
ゐ
る
力
を
存
分
に
試
み
る
こ
と
だ
つ
た
の
で

は
な
い
の
か
。」（『
環
礁
―
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ヤ
巡
島

記
抄
―
』「
眞
晝
」）
と
記
し
た
と
お
り
、
中
島
敦

も
ま
た
憧
れ
の
南
洋
に
幻
滅
す
る
。
パ
ラ
オ
の
気

候
が
合
わ
ず
に
か
え
っ
て
喘
息
を
悪
化
さ
せ
た
う

え
、「
こ
こ
の
公
学
校
の
敎
育
は
、
ず
ゐ
ぶ
ん
、

ハ
ゲ
シ
イ
（
と
い
ふ
よ
り
ヒ
ド
イ
）
敎
育
だ
。
ま

る
で
人
間
の
子
を
あ
つ
か
つ
て
ゐ
る
と
は
思
へ
な

い
。
何
の
た
め
に
、
あ
ん
な
に
ド
ナ
リ
ち
ら
す
の

か
、
僕
に
は
わ
か
ら
な
い
。（
中
略
）
こ
ん
な
敎

育
を
ほ
ど
こ
す
所
で
、
僕
の
作
る
敎
科
書
な
ん
か

（上）南洋定期航空路
（右上）川西式25人乗り四発飛行艇
『写真週報』112号　情報局　1940.4＜請求記号

雑58-6＞
1930年代の長距離航空便は、広大な滑走路を必要と
せず発着できる大型飛行艇が世界的に主力であった。
横浜～パラオ線などの南洋方面には、川西式四発飛
行艇（九七式飛行艇）が就航していた。

兵要地誌図では、基図となる地形図上に、軍事行動にかかわる様々な地誌的情報が、朱色や青色など
の文字や記号で加刷・加筆されている。
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使
は
れ
て
は
、
た
ま
ら
な
い
。
今
の
敎
科
書
で
十

分
な
ん
だ
。」（
昭
和
16（
１
９
４
１
）年
12
月
２
日

中
島
た
か
宛
書
簡
）
と
妻
に
宛
て
た
と
お
り
、
皇

民
化
教
育
の
実
態
を
目
に
し
て
、
理
想
と
現
実
と

の
乖
離
を
思
い
知
っ
た
の
だ
。
中
島
敦
は
、
昭
和

17（
１
９
４
２
）年
３
月
に
帰
国
し
、
同
年
12
月
に

死
去
し
た
。

　

中
島
敦
が
い
た
時
代
の
パ
ラ
オ
諸
島
、
そ
の
一

瞬
の
時
代
の
光
芒
を
伝
え
る
本
資
料
か
ら
は
、「
南

洋
」
へ
の
重
層
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
喚
起
さ
れ
る
。

『サンギヘ諸島兵要地誌資料圖 十万分一サンギヘ諸島集
成圖』
参謀本部［作］　参謀本部　［1944］＜請求記号YG831-1320＞
本資料は、昭和19（1944）年に撮影された航空写真を基に空中写真測量を行っ
たものである。本資料に掲載されている写真は、その一部であろう。

○参考文献
『南洋庁職員録　昭和16年10月1日現在』南洋庁長官官房秘書課 編　南洋庁長

官官房秘書課　1941.12　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1271144/33
『航空輸送の歩み』大日本航空社史刊行会 編　日本航空協会　1975＜請求記号

DK211-22＞
『地図資料概説』鈴木純子 著　国立国会図書館　1996.3＜請求記号

ME61-G13＞
『中島敦全集』全4 巻　中島敦 著　高橋英夫［ほか］編　筑摩書房　2001.10-

2002.5＜請求記号 KH421-G9＞
『パラオ－ふたつの人生鬼才・中島敦と日本のゴーギャン・土方久功』世田谷美

術館　2007＜KB91-J3＞
『南海漂蕩』岡谷公二 著　冨山房インターナショナル　2007.11＜請求記号

KB91-J1＞
『近代日本の地図作製とアジア太平洋地域』小林茂 編　大阪大学出版会　

2009.2＜請求記号GE115-J6＞
『外邦図 -帝国日本のアジア地図』小林茂 著　中央公論新社　2011.7＜請求記号

GE113-J48＞

当館所蔵の兵要地誌図から

『テニアン島兵要地誌資料圖 附アギグアン島』
参謀本部［作］　参謀本部　［1944］＜請求記号YG813-710＞
テニアン島は、サイパン島の南西に位置する。昭和20（1945）年8月、広島およ
び長崎に原爆を投下した米軍のB29爆撃機はこの島から出撃した。
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この秋、開館 70 周年を記念した展示会「本の玉手箱―国立国会図書館
70 年の歴史と蔵書―」を開催します。
昭和 23（1948）年の開館以降の当館の歩みと、約 4,300 万点に及ぶ
蔵書の多様さを、約 180 点（展示替え分を含む）の展示資料によりご紹
介します。
本誌ではその中からダイジェストで、目玉資料を披露します。

上段左上から順に右へ。
1. 富士暮雪（「名勝八景」のうち）　〔歌川〕豊国（二代） 画　

〔1833-1834 年頃〕　東京後期
2. 太子伝記　うち第 8 冊　〔江戸時代前期〕写　関西後期
3.The works of Geoffrey Chaucer, now newly imprinted　
Kelmscott Press　〔1896 年〕東京前期
4.The birds of America　v.4　by John James Audubon（複

製）Abbeville Press 1985 年（フラミンゴ顔部分）
5. みだれ髪　与謝野晶子 著　東京新詩社　1901 年
6.解体新書4巻序図1巻　うち序図　〔キュルムス 著〕　杉田玄白 

〔ほか〕 訳　小田野直武 画　須原屋市兵衛　1774 年
7. 梅園草木花譜　春之部巻 1-4　うち巻 2　〔毛利〕梅園 書画
并撰著　〔江戸時代後期〕 写　東京前期
8. 君たちはどう生きるか　吉野源三郎 著　脇田和 絵　新潮社　

1949 年
9. 無垢浄光陀羅尼　770 年 * 印刷された年代が明確なもののう
ち、現存する世界最古の印刷物です。
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は
じ
め
に

　

今
こ
の
『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』

を
手
に
と
っ
て
お
ら
れ
る
方
で
あ
れ

ば
、
当
館
を
お
使
い
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。 

学
術
研

究
、
仕
事
や
趣
味
の
調
べ
も
の
な
ど
の

た
め
に
、
当
館
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を

利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
当

館
の
蔵
書
（
図
書
）
は
平
成
24
年
度
に

は
１
０
０
０
万
冊
を
超
え
、
現
在
で
は

さ
ら
に
１
０
０
万
冊
以
上
増
え
て
い
ま

す
。
雑
誌
・
新
聞
や
マ
イ
ク
ロ
資
料
な

ど
を
含
め
る
と
４
３
４
０
万
点
を
数
え

ま
す
。

　

当
館
は
、
今
か
ら
70
年
前
、
昭
和

23
（
１
９
４
８
）
年
６
月
５
日
、
赤
坂

離
宮
（
現
在
の
迎
賓
館
） 「
花
鳥
の
間
」

を
閲
覧
室
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。
そ

の
こ
ろ
の
蔵
書
（
図
書
）
は
お
よ
そ

33
万
冊
（
昭
和
23
年
度
末
。『
国
立
国

会
図
書
館
年
報　

昭
和
23
年
度
』
に
よ

る
）
で
し
た
。
翌
年
移
管
さ
れ
国
立
国

会
図
書
館
の
蔵
書
と
な
っ
た
旧
帝
国
図

書
館
の
蔵
書
（
図
書
）
も
、
お
よ
そ

１
０
５
万
冊
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
１
０
５
万
冊
と
い
う
数
は
、
帝
国

図
書
館
の
前
身
に
あ
た
る
東
京
図
書
館

の
蔵
書
な
ど
を
ふ
く
む
、
お
よ
そ
70
年

間
に
収
集
し
た
資
料
で
す
。
そ
の
後
、

当
館
が
開
館
し
て
か
ら
70
年
の
間
に
そ

の
数
十
倍
に
も
あ
た
る
実
に
多
く
の

資
料
を
収
集
し
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
は
ど
の
よ
う
に
し
て

当
館
の
書
庫
に
た
ど
り
つ
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。
日
本
国
内
で
新
た
に
出
版

さ
れ
た
資
料
を
当
館
に
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
、
国
立
国
会
図
書
館

法
で
定
め
ら
れ
た
「
納
本
制
度
」
に
よ
っ

て
受
け
入
れ
た
資
料
が
中
心
で
あ
る
の

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
諸
機
関
や
個
人

か
ら
の
寄
贈
に
よ
り
受
け
入
れ
た
資
料
、

外
国
資
料
や
古
典
籍
資
料
の
よ
う
に
一

定
の
基
準
に
し
た
が
っ
て
購
入
し
た
有

用
な
資
料
や
歴
史
的
・
文
化
的
に
貴
重

な
資
料
、
外
国
の
図
書
館
と
の
交
換
に

よ
り
受
け
入
れ
た
資
料
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
資
料
が
あ
る
の
か
、
少

し
書
き
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
明
治
時

代
以
来
の
市
販
さ
れ
て
い
る
図
書
、
古

い
漫
画
雑
誌
、
新
聞
、
官
庁
の
公
報
、

諸
外
国
の
官
報
、
大
活
字
本
、
録
音
図

書
、
音
楽
の
レ
コ
ー
ド
や
Ｃ
Ｄ
、
地
図
、

和
漢
洋
の
貴
重
な
古
典
籍
、
錦
絵
、
明

治
の
元
勲
の
手
紙
、
原
子
炉
を
設
置
す

る
際
の
許
可
申
請
書
、
１
９
８
０
年
代

ま
で
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
脚
本
…
…
と

て
も
こ
こ
に
は
書
き
き
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
開
催
す
る
「
本
の
玉
手
箱
―
国

立
国
会
図
書
館
70
年
の
歴
史
と
蔵
書

―
」
で
は
、
右
に
あ
げ
た
よ
う
な
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
を
、
開
い
た
箱
の
中
か
ら

思
い
が
け
な
い
素
敵
な
も
の
が
次
々
と

出
て
く
る
玉
手
箱
に
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね

て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
当
館
の
歩
み

を
紹
介
す
る
第
１
部
と
、
い
く
つ
か
の

視
点
に
沿
っ
て
資
料
を
紹
介
す
る
第
２

部
と
で
構
成
し
、
全
体
で
約
１
８
０
点

（
展
示
替
え
あ
り
。
同
時
に
は
１
２
０

点
程
度
）
の
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

　

多
く
の
展
示
資
料
の
な
か
に
は
、
か

な
ら
ず
や
皆
さ
ん
の
関
心
を
惹
く
資
料

が
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
あ
る
い
は

新
た
な
発
見
が
あ
る
に
ち
が
い
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
本
は
い
ず

れ
も
閲
覧
の
で
き
る
資
料
で
す
。
気
に

な
る
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
展
示
会

の
会
期
終
了
後
、
御
来
館
の
う
え
、
１

ペ
ー
ジ
１
ペ
ー
ジ
め
く
っ
て
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
（
デ
ジ
タ
ル
化

資
料
で
ご
覧
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま

す
）。

　

こ
こ
で
は
、
展
示
資
料
の
ご
く
一
部

を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
是
非

と
も
会
場
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、

こ
こ
で
紹
介
し
な
か
っ
た
資
料
も
ふ
く

め
展
示
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

表札 木製 国立国会図書館
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当
館
の
源
流
の
一
つ
で
あ
る
帝

国
図
書
館
に
触
れ
つ
つ
、
昭
和
23

（
１
９
４
８
）
年
の
開
館
以
降
の
当
館

の
歩
み
を
年
表
と
資
料
約
30
点
で
紹
介

し
ま
す
。
帝
国
図
書
館
開
館
に
尽
力
し

た
田た

な
か
い
な
ぎ

中
稲
城
に
よ
る
意
見
書
の
草
稿
や

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
資
料
疎
開
に
関

わ
る
資
料
、
当
館
を
特
徴
づ
け
る
立
法

調
査
資
料
の
第
１
号
『
社
会
保
障
え
の

道
程
』
や
、
新
た
に
定
め
ら
れ
た
納
本

制
度
の
も
と
で
受
け
入
れ
た
資
料
の
目

録
『
納
本
月
報
』
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

第
1
部　

国
立
国
会
図
書
館
の
70
年

「
各
国
々
立
図
書
館
ノ
設
ア

ラ
ザ
ル
ナ
シ
」

東
京
図
書
館
ニ
関
ス
ル
意
見
書
（
草
稿
）　
〔
明

治
24(

１
８
９
１)

年
頃
〕 
写
【
帝
文-

41
】

　

の
ち
に
初
代
帝
国
図
書
館
長
と
な
る
田た
な
か中

稲い
な
ぎ城
は
、
明
治
23
（
１
８
９
０
）
年
に
１
年

半
に
及
ぶ
欧
米
留
学
か
ら
帰
国
し
東
京
図
書

館
長
に
着
任
す
る
と
、
先
進
国
に
遜
色
な
い

国
立
図
書
館
の
実
現
に
向
け
、
邁
進
し
ま
し

た
。
展
示
資
料
は
、
田
中
が
国
立
図
書
館
の

必
要
性
を
説
い
た
も
の
で
す
。

初
の
立
法
調
査
資
料

社
会
保
障
え
の
道
程　

国
立
国
会
図
書

館
調
査
及
び
立
法
考
査
局　

昭
和
23

（
１
９
４
８
）
年
【EG

1-G
70

】

　

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
、
国
会
へ

の
奉
仕
を
任
務
と
し
て
新
た
に
設
置
さ

れ
た
調
査
及
び
立
法
考
査
局
は
早
速
、

次
期
（
第
３
回
）
国
会
に
向
け
、
立
法

調
査
に
着
手
し
ま
し
た
。
右
は
そ
の
最

初
の
成
果
と
し
て
国
会
議
員
に
配
布
さ

れ
た
立
法
調
査
資
料
第
１
号
で
す
。

納
本
制
度
と
と
も
に

納
本
月
報　

１
巻
１
号　

国
立
国
会
図

書
館
受
入
部 

編　

国
立
国
会
図
書
館
管

理
部　

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
９
月

【Z025.1-N
1

】

　

新
た
に
定
め
ら
れ
た
納
本
制
度
（
国

立
国
会
図
書
館
法
第
25
条
）
に
よ
っ
て
、

当
館
に
納
入
さ
れ
た
新
刊
図
書
な
ど
の

目
録
と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
初
号

は
納
本
さ
れ
た
新
刊
図
書
９
５
３
冊
の

ほ
か
に
、寄
贈
図
書
、特
殊
出
版
物
（
楽

譜
、
地
図
な
ど
）
を
収
め
、
新
着
図
書

速
報
の
役
割
も
兼
ね
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
が
、
の
ち
に
『
納
本
週
報
』『
日
本

全
国
書
誌
』
な
ど
へ
と
変
遷
し
て
い
き

ま
す
。

国立国会図書館支部上
野図書館として生まれか
わ る 昭 和 24（1949）
年までの間、利用が有料
だった時代もありました。

創刊号は A4 版で青い表紙が印象的ですが、
当時は「装丁やデザインが粗末」などと当館
内で不評でした。この表紙は初号のみで姿
を消し、2 号は A5 版になって表紙デザイン
も新しくなりました。

利用券 3 銭？

帝国図書館 館名板

※【 】は請求記号
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美
し
い
本
や
変
わ
っ
た
装
丁
の
本

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
ま
ず
、
近
代

印
刷
の
理
想
書
と
い
わ
れ
る
ケ
ル
ム

ス
コ
ッ
ト
・
プ
レ
スThe W

orks of 

G
eoffrey C

haucer

（
東
京
前
期
）
や

ダ
ブ
ズ
・
プ
レ
スThe English Bible

な
ど
、
つ
ぎ
に
、
大
名
や
公
家
な
ど
が

手
に
し
た
豪
華
な
本
、
趣
向
を
こ
ら
し

た
庶
民
向
け
の
戯
作
な
ど
、
西
洋
と
日

本
の
美
し
い
本
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま

す
。

　

つ
づ
い
て
、
正
岡
子
規
の
自
筆
資
料

や
コ
レ
ク
タ
ー
が
集
め
た
ス
ク
ラ
ッ
プ

ブ
ッ
ク
、
風
変
り
な
装
丁
が
施
さ
れ
た

本
、
仕
掛
絵
本
な
ど
珍
し
い
本
を
、
最

後
に
２
代
歌
川
豊
国
の
「
名
勝
八
景
」

な
ど
の
錦
絵
、
川か

わ
せ
は
す
い

瀬
巴
水
な
ど
に
よ

る
近
代
の
絵
画
、『
梅
園
草
木
花
譜
』、

Les liliacèes

な
ど
和
洋
の
博
物
誌
を

展
示
し
ま
す
。

第
1
章　

美
し
い
本
・
珍
し
い
本

合
巻
本
の
美
し
さ
と
仕
掛
け

花は
な
ご
ろ
も
き
つ
ね
の
そ
う
し

裘
狐
草
紙
（
３
編
12
巻　

う
ち
初

編　

仮
名
垣
魯
文 

作　

一
猛
斎
芳
虎 

画　

錦
橋
堂
山
田
屋
庄
次
郎　

文
久
２

（
１
８
６
２
）
年
【W

114-13

】

　

庶
民
向
け
の
合
巻
本
（
江
戸
時
代
の
絵

入
小
説
）
の
一
つ
。
擬
人
化
さ
れ
た
狐
や

狸
が
繰
り
広
げ
る
恋
愛
騒
動
を
描
い
て
い

ま
す
。
表
紙
の
縦
半
分
を
折
り
返
す
と
、

描
か
れ
た
人
物
が
狐
や
狸
の
姿
態
に
変
わ

る
「
変
わ
り
絵
」
と
呼
ば
れ
る
仕
掛
け
が

見
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

飾
ら
な
い
、
端
正
な
美

The English Bible　

The D
oves Press　

1903-1905

【W
B41-68

】

　

イ
ギ
リ
ス
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
１
世
の
命
に

よ
り
１
６
１
１
年
に
完
成
し
た
英
訳
聖

書
。
簡
潔
な
表
現
、
荘
厳
な
韻
律
、
美
し

い
語
句
法
は
、
近
代
英
語
の
散
文
に
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
１
９
０
０
年
、
私
家
版

印
刷
所
ダ
ブ
ズ
・
プ
レ
ス
を
開
設
し
た
Ｔ
・

Ｊ
・
コ
ブ
デ
ン
＝
サ
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
、
ニ

コ
ラ
・
ジ
ャ
ン
ソ
ン
の
ロ
ー
マ
ン
体
に
基

づ
く
ダ
ブ
ズ
活
字
を
用
い
、
抑
制
さ
れ
た

美
を
追
求
し
た
こ
と
で
有
名
で
す
。

ケルムスコット・プレスは豪華な装飾で有名です。
会場で見比べて、ダブズ・プレスの「抑制され
た美」を感じてみてください。

第
２
部　

さ
ま
ざ
ま
な
蔵
書

東京前期 それ以外の会期には他の巻号を展示します

東京前期 それ以外の会期には他の巻号を展示します
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←モザイク状に貼り込まれ
ているのはなんと蓑虫の
蓑。1 冊につき、約 30 匹
分が使われています。

『書斎の岳人』小島鳥水
著　書物展望社　昭和 9

（1934）年【663-83】

叙
情
豊
か
に
描
か
れ
た
、

美
し
い
日
本
の
原
風
景

後
志
国
せ
た
か
む
ゐ
岩
〔
川
瀬
〕
巴
水

〔
画
〕
〔
川
瀬
〕巴
水

昭
和
10（
１
９
３
５
）

年
写
【
寄
別
７
‐
３
‐
１
‐
７
】

川か
わ
せ
は
す
い

瀬
巴
水
自
筆
。
巴
水
は
、
近
代
風

景
版
画
の
第
一
人
者
。
日
本
各
地
を
旅

行
し
、
写
生
し
た
風
景
画
や
そ
の
原
画

を
も
と
に
し
た
版
画
を
多
く
残
し
ま
し

た
。
セ
タ
カ
ム
イ
岩
は
、
北
海
道
余
市

町
と
古
平
町
の
町
境
に
あ
る
高
さ
80

m

の
奇
岩
。
セ
タ
カ
ム
イ
と
は
ア
イ
ヌ
語

で
「
犬
の
神
」
の
こ
と
。

学
術
的
で
芸
術
的
な
花
譜

Les liliacées
par P.J. Redouté

C
hez l'auteur, Im

pr. de D
idot 

jeun
e

1
8

0
2

-1
8

1
6

【W
B

3
2

-

2(44)

】
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し
、
植
物
画
の
芸

術
性
を
高
め
た
ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ョ
セ
フ
・

ル
ド
ゥ
ー
テ
の
代
表
作
。
ユ
リ
科
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
日
で
の
ヒ
ガ

ン
バ
ナ
科
や
ア
ヤ
メ
科
な
ど
も
含
み
ま

す
。
ス
テ
ィ
ッ
プ
ル
技
法
（
点
刻
法
）

に
よ
り
、
輪
郭
の
な
い
美
し
い
多
色
刷

り
を
実
現
し
ま
し
た
。
英
国
鉄
道
年
金

財
団
旧
蔵
。

東京後期では、『梅園草木花譜』の
百合の部分も展示します。和と洋で百
合の描き方はどう違うでしょうか？

ミノムシ使用本！

それ以外の会期には他の巻号を展示します関西前期

それ以外の会期には巴水の他の作品を展示します。本誌表紙で使用した「奈良

春日神社」は関西後期に展示します。
東京前期
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ど
な
た
に
も
見
覚
え
、
聞
き
覚
え

の
あ
り
そ
う
な
内
容
の
本
を
展
示
し
ま

す
。
子
ど
も
の
頃
に
親
し
ん
だ
ロ
ビ
ン

ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
の
物
語
や
ア
ン
デ

ル
セ
ン
の
童
話
、
ド
ラ
え
も
ん
な
ど
有

名
な
マ
ン
ガ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
…
今
で

も
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
作

品
や
そ
の
主
人
公
を
そ
れ
ぞ
れ
昔
の
姿

で
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、『
解
体
新
書
』
や
『
み
だ
れ

髪
』
と
い
っ
た
、
教
科
書
あ
る
い
は
テ

22

レ
ビ
な
ど
で
見
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な

本
、『
平
治
物
語
〔
絵
巻
〕』
や
富
岡
製

糸
場
な
ど
の
記
憶
に
残
る
絵
を
、
歴
史

の
流
れ
に
そ
っ
て
紹
介
し
ま
す
。
さ
ら

に
明
治
　
　
（
１
８
８
９
）
年
に
発
布

さ
れ
た
大
日
本
帝
国
憲
法
、
昭
和
21

（
１
９
４
６
）
年
に
公
布
さ
れ
た
日
本

国
憲
法
に
ま
つ
わ
る
資
料
を
数
点
ず
つ

紹
介
し
ま
す
。

今
は
、
ア
リ
ス
で
す

愛
ち
や
ん
の
夢
物
語

ル
イ
ス
・
キ
ャ

ロ
ル
著

丸
山
英
観
（
薄
夜
）
訳

内

外
出
版
協
会

明
治
43
（
１
９
１
０
）

年
【32-441

】

原
作
の
全
文
を
忠
実
に
翻
訳
し
た
点

に
お
い
て
、
最
初
の
「
不
思
議
の
国
の

ア
リ
ス
」
で
す
。
ア
リ
ス
は
、
日
本
人

の
よ
う
な
「
愛
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
名
前

で
登
場
し
ま
す
。
挿
絵
は
、
原
作
中
に

見
ら
れ
る
ジ
ョ
ン
・
テ
ニ
エ
ル
の
も
の
。

ア
ン
パ
ン
マ
ン
初
登
場
！

「
こ
ど
も
の
え
ほ
ん
⑩
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」

（
や
な
せ
た
か
し
え
と
文
）
Ｐ
Ｈ
Ｐ

１
９
６
９
年
10
月
号
通
号
２
５
７
号

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
【Z23-140

】

顔
は
ア
ン
パ
ン
で
は
な
く
、「
ふ
く

ら
ん
だ
お
な
か
」
や
「
マ
ン
ト
の
下
」

か
ら
ア
ン
パ
ン
を
出
し
、
子
ど
も
た
ち

に
配
る
な
ど
、
現
在
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン

と
は
姿
が
少
し
異
な
り
ま
す
が
、「
世

界
じ
ゅ
う
」
の
困
っ
て
い
る
人
の
た
め

に
、
と
い
う
姿
勢
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

第
2
章

ど
こ
か
で
見
た
本

読み進めると、心臓（ハート）の王様と女王様
に愛ちゃんは名乗ります。

「私の名は愛子です。」
愛ちゃんは、愛子ちゃんだったんですね。
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世
界
遺
産
に
な
り
ま
し
た

上
州
富
岡
製
糸
場

一
曜
斎
国
輝

画

明
治
５
（
１
８
７
２
）
年
【
本
別

9-28

】
富
岡
製
糸
場
は
明
治
政
府
の
殖
産

興
業
政
策
の
一
環
と
し
て
、
明
治
５

（
１
８
７
２
）
年
に
建
設
さ
れ
た
官
営

模
範
製
糸
場
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
技
術
者

を
招
き
、
生
糸
生
産
の
近
代
化
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
本
資
料
は
操
業
当
初
の

富
岡
製
糸
場
の
外
観
で
、
現
在
国
宝
に

指
定
さ
れ
て
い
る
東
西
の
置お

き
ま
ゆ
じ
ょ

繭
所
な
ど

の
建
物
が
見
え
ま
す
。
一
曜
斎
国
輝（
二

代
歌
川
国
輝
）
は
江
戸
時
代
末
期
か
ら

明
治
に
か
け
て
活
躍
し
、
明
治
開
化
絵

で
は
代
表
的
な
絵
師
の
一
人
で
す
。

数
々
の
サ
イ
ン
入
り

日
本
国
憲
法
（
官
報
号
外
）
昭
和
21

（
１
９
４
６
）
年
11
月
３
日
【
入
江
俊

郎
関
係
文
書
46
】

日
本
国
憲
法
は
昭
和
21
（
１
９
４
６
）

年
11
月
３
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
展

示
資
料
は
、
当
時
法
制
局
長
官
で
あ
っ

た
入
江
俊
郎
が
所
蔵
し
て
い
た
、
吉
田

茂
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
署
名
入

り
の
も
の
で
す
。

上段左から二番目、「貴族院議長」
の肩書の下のサインは誰のもので
しょう？　答えは「徳川家正」です。
ぎょうにんべん［彳］がやたら縦
に長いですね。

過去の企画展示「あの
人の直筆」などにも出展
した人気の坂本龍馬直
筆、今回も出展します。

新政府綱領八策（『亡
友帖』のうち）　慶応 3

（1867）年 11 月【石
田英吉関係文書 1】

龍馬直筆、また登場するぜよ

東
京
前
期
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時
代
性
に
富
み
、
し
か
も
当
館
が
収

集
し
た
資
料
の
多
様
さ
を
実
感
し
て
い

た
だ
け
る
に
違
い
な
い
も
の
を
揃
え
ま

し
た
。
戦
後
す
ぐ
の
時
期
の
カ
ラ
ー
写

真
「
モ
ー
ジ
ャ
ー
氏
撮
影
写
真
資
料
」

や
、
日
本
の
国
際
連
合
へ
の
加
盟
に
関

す
る
国
連
の
議
事
録
を
は
じ
め
、
日
本

初
の
女
性
の
博
士
論
文
や
、
原
子
炉
設

置
許
可
申
請
書
、
往
年
の
人
気
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
「
太
陽
に
ほ
え
ろ
」
の
脚
本
、

さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
に
媒
体
の
変
遷
を
遂

げ
て
き
た
録
音
資
料
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。

戦
後
の
息
吹
が
伝
わ
る

モ
ー
ジ
ャ
ー
氏
撮
影
写
真
資
料　

Robert V. M
osier 

〔
撮
影
〕　

昭
和

21-

22
（
１
９
４
６-

１
９
４
７
）
年

　

昭
和
21
（
１
９
４
６
）
年
４
月
か
ら

昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
１
月
に
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
文
民
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
日
本
に

滞
在
し
た
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ー
ジ
ャ
ー

が
撮
影
し
た
写
真
群
で
す
。
全
国
各
地

で
撮
影
し
た
街
頭
風
景
や
建
築
物
の
カ

ラ
ー
写
真
３
０
４
枚
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
に
米

国
在
住
の
モ
ー
ジ
ャ
ー
の
親
族
か
ら
寄

贈
を
受
け
、
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

つ
い
に
国
連
加
盟
が
実
現

U
nited N

ations, O
fficial Records 

o
f th

e G
en

eral A
ssem

b
ly, 

E
leven

th
 S

essio
n

, P
len

ary 

M
e

e
tin

g
, 6

2
3

rd
 M

e
e

tin
g　

１
９
５
６
年
12
月
18
日
【
国
連
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
番
号 A/PV.623

】

　

当
館
は
、
日
本
に
14
館
あ
る
国
際
連

合
寄
託
図
書
館
の
一
つ
と
し
て
、
国

際
連
合
の
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
国
会

や
行
政
・
司
法
、
そ
し
て
国
民
に
提
供

す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
掲
載
箇
所
は
、
昭
和
31

（
１
９
５
６
）
年
12
月
18
日
の
国
際
連

合
総
会
で
、
日
本
の
国
際
連
合
へ
の
加

盟
が
承
認
さ
れ
た
際
の
議
事
録
で
す
。

第
3
章　

世
を
映
す
本

（左）「露店と映画演劇の広告看板」
（右）「参謀本部焼け跡」　※現在は憲政記念館

看板に見えるのは「エノケンの法界坊」、「沓掛時
次郎」、「人生は四十二から」。いずれも戦前の映
画です。戦後早くも昭和 20（1945）年 8 月30
日には「伊豆の娘たち」と「花婿太閤記」が封切
られましたが、主力はまだまだ戦前の映画でした。
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な
ん
じ
ゃ
ー
こ
れ
は
! !　

セ
リ
フ
が
変
わ
っ
て
い

る
！

太
陽
に
ほ
え
ろ
！　

１
１
１　

改
訂
稿　

小
川
英 

著　

１
９
７
４
年
８
月
30
日

（
放
送
）【Y851-N

01-16283

】

　
「
太
陽
に
ほ
え
ろ
」
は
、
昭
和
47

（
１
９
７
２
）年
か
ら
昭
和
61（
１
９
８
６
）

年
ま
で
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
刑
事
ド
ラ

マ
。
１
９
６
０
年
代
の
ア
ク
シ
ョ
ン
映

画
の
脚
本
に
筆
を
振
る
っ
た
小お

が
わ
え
い

川
英
を

は
じ
め
多
く
の
脚
本
家
が
こ
の
人
気
番

組
を
支
え
ま
し
た
。
展
示
資
料
は
、
松

田
優
作
演
じ
る
ジ
ー
パ
ン
刑
事
の
殉
職

の
回
の
脚
本
。
書
入
れ
の
あ
る
別
本
と

比
較
す
る
と
当
時
の
制
作
の
過
程
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

この「太陽にほえろ」の脚本には、脚本
家として、若き日の市川森一のほか、ドラ
えもんの声でおなじみの女優 大山のぶ代
も名を連ねています。大山のぶ代が脚本
を書いていたなんて意外です。

お
宝を見に来てね
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活字にもなった変体仮名
藤 田 　 壮 介

資料の世界の歩き方
変体仮名でめぐる資料あれこれ 8（終）

1

2

今
回
で
卒
業
か
～
。
最
後
は
何
読
む
の
？

時
代
は
ず
い
ぶ
ん
新
し
く
な
っ
て
、
１
９
４
０
年
に
出
版
さ
れ

た
『
大
日
本
史
料
』
第
８
編
之
20
を
読
む
よ
。

１
９
４
０
年
？
　
新
し
い
っ
て
言
っ
て
も
オ
イ
ラ
に
は
大
昔
だ

よ
。
写
真
で
し
か
見
た
こ
と
な
い
ご
先
祖
様
た
ち
の
時
代
だ
も

ん
。

そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど
、
こ
れ
ま
で
よ
り
は
だ
い
ぶ
新
し
い
じ
ゃ

な
い
。
本
の
感
じ
を
見
て
ご
ら
ん
よ
。

ほ
ん
と
だ
ね
、
も
う
今
の
普
通
の
本
み
た
い
…
で
も
、
あ
れ
っ
？

今
ま
で
覚
え
て
き
た
み
た
い
な
字
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
。

な
ん
だ
か
不
思
議
な
感
じ
で
し
ょ
？
　
こ
ん
な
に
多
く
の
種
類

の
変
体
仮
名
が
使
わ
れ
て
い
る
活
字
の
本
は
ち
ょ
っ
と
珍
し
い

け
ど
、
こ
う
い
う
も
の
も
あ
る
ん
だ
よ
。
特
に
こ
こ
は
和
歌
を

記
録
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
変
体
仮
名
が
多
く
使
わ
れ
て

い
る
ね
。さ
て
、今
回
は
こ
こ
に
出
て
く
る
和
歌
を
四
首
読
ん
で
、

い
よ
い
よ
君
に
教
え
る
の
も
終
わ
り
だ
よ
。

も
う
ラ
ス
ト
四
つ
か
～
。
頑
張
る
ぞ
！

じ
ゃ
あ
ま
ず
は
月
を
詠
ん
だ
こ
の
歌
か
ら
読
ん
で
み
て
。

3

4

5

6

大日本史料　第 8編之 20
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3450602
（249 ～ 251 コマ目）
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え
っ
と
、「
月
を
ま
…
雲
…
軒
は
の
荻
の
音
…
…
や
は
ち
き
り
し

夜
は
の
山
風
」
か
な
。
漢
字
は
今
と
だ
い
た
い
一
緒
だ
か
ら
読

み
や
す
い
ね
。

う
ん
う
ん
、
よ
く
読
め
て
い
る
よ
。
読
め
な
か
っ
た
字
を
説
明

す
る
と
、1
は
「
川
」
と
い
う
漢
字
が
元
に
な
っ
た
「
つ
」。
も
っ

と
崩
れ
て
左
側
の
縦
棒
二
本
が
縦
に
動
か
な
く
な
る
と
、
今
使

わ
れ
て
い
る
「
つ
」
と
同
じ
形
に
な
る
ん
だ
よ
。

こ
れ
だ
と
、
ど
っ
ち
か
と
言
う
と
片
仮
名
の
「
ツ
」
み
た
い
に

見
え
る
ね
。
前
に
も「
支
」が
崩
れ
て「
き
」に
な
っ
た
の
が
あ
っ

た
ね
。
今
の
漢
字
の
読
み
方
と
違
う
仮
名
に
な
る
の
は
、
オ
イ

ラ
も
う
驚
か
な
い
よ
。
ふ
ふ
ん
。
残
り
の
字
は
？

2
は
「
乃
」
が
元
に
な
っ
た
「
の
」
だ
よ
。
ほ
と
ん
ど
漢
字
そ

の
ま
ま
だ
け
ど
、
こ
れ
が
崩
れ
て
い
っ
て
今
の
平
仮
名
の
形
に

な
る
ん
だ
。
3
は
「
農
」
が
元
に
な
っ
た
字
で
こ
れ
も
「
の
」。

全
体
的
な
形
を
見
る
と
な
ん
と
な
く
面
影
が
あ
る
よ
う
な
気
が

し
な
い
？

え
～
、
な
ん
か
「
農
」
っ
て
い
う
の
は
無
理
じ
ゃ
な
い
？
「
忠
」

と
か
な
ら
分
か
る
け
ど
。

ま
あ
た
し
か
に
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
想
像
し
に
く
い
か
も
ね
。

　
　
　
　
→
　
　
　
み
た
い
に
崩
れ
て
い
っ
た
ん
だ
よ
。
そ
れ

か
ら
4
は
「
佐
」
が
崩
れ
て
で
き
た
「
さ
」
だ
よ
。
文
字
の
左

側
は
「
亻
（
に
ん
べ
ん
）」
が
元
に
な
っ
た
縦
棒
だ
ね
。

文
字
の
右
側
は
、
こ
な
い
だ
覚
え
た
「
左
」
の
崩
れ
方
と
は
逆

に
な
っ
て
、「
ち
」
み
た
い
に
な
る
ん
だ
ね
。

そ
う
だ
ね
。
漢
字
の
「
御
」
の
崩
れ
た
形
と
も
似
て
い
る
ね
。

次
は
雪
を
テ
ー
マ
に
詠
ま
れ
た
こ
の
歌
を
読
ん
で
み
て
。

乃
川 1

2

佐
農 3

4

利
起

6

5
き

り

今回取り上げた資料では、変体仮名の活字が用いられて印刷されていま
す。見かける機会はあまり多くありませんが、変体仮名を用いた印刷
が必要とされる分野も存在しており、変体仮名がコンピュータで扱え
ることは、それらの資料を編集する上で有用なことと言えます。また、
1947年以前は、変体仮名を用いた名前を付けることができました。そ
のため、戸籍をコンピュータで処理する時代になると、変体仮名も入力
できるシステムが必要とされるようになります。

それらの需要にこたえるものとして、2004年に法務省民事局が定めた
「戸籍統一文字」には変体仮名168種が収録されました。一方、国立国
語研究所は、2009年から 2016年に及んだ共同研究プロジェクトで、
日本語の表記に関する研究や日本史学で必要とされる変体仮名264種
を含む「学術情報交換用変体仮名セット」を選定しています。これらに
収録された変体仮名を取り扱うことができれば、行政・学術両面におい
て、必要な変体仮名はひとまず網羅されていると考えられます。

文字をコンピュータで取り扱う際の国際的な標準と言えばUnicode で
す。2015年に IPA（情報処理推進機構）が、上記二つの変体仮名のセッ
トから重複分を除いた文字をUnicodeへ追加することを提案しまし
た。その結果、2017年 6月に発表されたUnicode10.0には、
変体仮名286種が登録されています。

今はまだ変体仮名を表示できるフォントが普及したと
は言い難いですが、いずれは誰もが手軽に変体仮名を
入力できるようになる日が来ることでしょう。

変体仮名の文字コード
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な
に
な
に
、「
雪
の
な
み
氷
の
う
へ
に
又
こ
え
て
か
ち
ろ
や
…
よ

ふ
す
わ
の
水
う
み
」
か
な
。
う
～
ん
、
一
文
字
分
か
ん
な
い
や
。

上
に
点
が
あ
れ
ば
「
て
」
っ
ぽ
い
ん
だ
け
ど
。

そ
う
だ
ね
、
で
も
そ
の
他
は
8
「
路
」
も
9
「
王
」
も
き
ち
ん

と
読
め
て
て
ば
っ
ち
り
だ
よ
。7
は「
万
」が
崩
れ
て
で
き
た「
ま
」

な
ん
だ
。

そ
っ
か
！
　
こ
れ
は
確
か
に
「
万
」
っ
ぽ
い
ね
。

よ
し
、
ど
ん
ど
ん
行
く
よ
。
今
度
は
釈
教
と
言
っ
て
仏
教
に
関

係
す
る
こ
と
を
詠
ん
だ
歌
だ
よ
。

え
っ
、仏
教
？
　
オ
イ
ラ
に
読
め
る
か
な
？
　
な
に
な
に
…
「
か

り
く
ら
す
つ
み
は
つ
み
か
は
と
く
法
の
…
か
き
こ
ゝ
ろ
の
お
…

を
た
つ
ね
よ
」
か
な
あ
。

う
ん
、
そ
れ
で
読
め
て
い
る
よ
。
⓾
は
「
布
」
が
元
に
な
っ
た

「
ふ
」
で
、
⓫
は
「
具
」
が
元
に
な
っ
た
「
く
」
だ
よ
。
こ
の
字

は
　
　
　
→
　
　
　
と
い
う
感
じ
で
崩
れ
て
い
る
も
の
で
、け
っ

こ
う
使
わ
れ
る
か
ら
覚
え
て
お
く
と
い
い
よ
。

は
ー
い
。
ね
え
、
次
は
？
　
も
う
あ
と
一
つ
で
終
り
で
し
ょ
。

そ
う
だ
ね
、
遂
に
こ
れ
で
卒
業
だ
ね
。
最
後
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
を

詠
ん
だ
歌
だ
よ
。

7

8

9

万 7

王
路

9

8
ろ

わ

具
布 ⓾

⓫徒
春

⓭

⓬
す

つ

⓾

⓫

⓬

⓭

⓮

⓯

年
登

⓯

⓮
と

ね
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月
を
ま
つ
雲
の
軒
は
の
荻
の
音
の
さ
や
は
ち
ぎ
り
し
夜
は
の
山
風
　
　
　
　
　
　
三
条
西
実
隆

雪
の
な
み
氷
の
う
へ
に
又
こ
え
て
か
ち
ろ
や
ま
よ
ふ
す
わ
の
水
う
み
　
　
　
　
　
姉
小
路
基
綱

か
り
く
ら
す
つ
み
は
つ
み
か
は
と
く
法
の
ふ
か
き
こ
こ
ろ
の
お
く
を
た
づ
ね
よ
　
高
清

つ
れ
な
さ
の
名
残
は
空
に
あ
り
あ
け
の
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
い
づ
ち
行
ら
む
　
　
　
　
一
条
冬
良

行ってきまーす！

よ
ー
し
、
ラ
ス
ト
、
し
っ
か
り
読
む
ぞ
！
「
つ
れ
な
さ
の
名
残

は
空
に
あ
り
あ
…
の
山
ほ
と
ゝ
き
す
い
つ
ち
行
ら
…
」。
う
～
ん
、

な
ん
か
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
た
字
が
二
つ
読
め
な
い
や
。

確
か
に
ど
っ
ち
も
線
が
多
く
て
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
た
字
だ
ね
。

⓰
は
、「
気
」
と
い
う
漢
字
が
　
　
　
→
　
　
　
と
崩
れ
て
で
き

た
も
の
で
「
け
」。「
气
」
の
部
分
が
上
の
所
だ
け
で
終
わ
っ
て

い
る
か
ら
、
漢
字
の
イ
メ
ー
ジ
は
つ
か
な
い
か
も
ね
。

あ
と
一
文
字
は
？

最
後
の
⓱
は
「
無
」
と
い
う
漢
字
が
元
に
な
っ
た
「
む
」
だ
よ
。

　
　
　
→
　
　
　
と
崩
れ
て
い
て
、
こ
れ
も
元
の
字
の
雰
囲
気

は
あ
ま
り
な
い
け
ど
、
一
番
下
の
横
線
が
「
灬
」
を
表
わ
し
て

い
る
ん
だ
ね
。

さ
あ
、
こ
れ
で
君
は
卒
業
だ
よ
。
お
め
で
と
う
！

や
っ
た
ー
、
終
わ
っ
た
!!
　
こ
れ
で
オ
イ
ラ
も
ご
先
祖
様
た
ち

の
書
い
た
字
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
ね
。

う
ん
、
も
ち
ろ
ん
ま
だ
教
え
て
い
な
い
変
体
仮
名
も
あ
る
け
ど
、

今
ま
で
に
出
て
き
た
字
を
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
い
れ
ば
、
か
な
り

の
部
分
は
読
め
る
は
ず
だ
よ
。
た
ま
に
は
思
い
出
し
て
、
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
て
ね
。

は
～
い
。
で
も
ま
ず
は
卒
業
旅
行
だ
。
実
は
も
う
す
っ
か
り
準

備
万
端
だ
か
ら
、
今
か
ら
行
っ
て
く
る
よ
。
写
真
い
っ
ぱ
い
撮
っ

て
く
る
ね
。
バ
イ
バ
イ
！

⓰

⓲

⓱

無
気 ⓰

⓱

那⓲
な
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お
さ
ら
い

全部覚えてるかな？
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やったー！

（
絵
・
正し
ょ
う
ぼ保 

五さ
つ
き月
）

免許皆伝じゃ

7/8
月
号
宿
題
の
答
え

遠え
ん
ぽ
う
方
に
か
こ
つ
け
常つ

ね

に
御
無ぶ

さ

た

沙
汰
い
た
し
候
。
御
両り

や
う
し
ん
親
様さ

まは
じ
め

愈い
よ
〳
〵

御
無ぶ

じ事
に
御
く
ら
し
遊あ

そ
ば
し
候
哉や

、
文
し
て
御
尋

た
づ
ね

申
上
候
。

新しい連載も準備中
お楽しみにね！
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そ
れ
か
ら
近
所
の
図
書
館
ま
で
行
き
、

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
デ
ス
ク
に
座
っ
た
髪

の
長
い
や
せ
た
女
の
子
に
「
哺
乳
類
の

頭
蓋
骨
に
関
す
る
資
料
は
あ
る
で
し
ょ

う
か
？
」
と
た
ず
ね
て
み
た
。
彼
女
は

文
庫
本
を
読
み
ふ
け
っ
て
い
た
が
、
顔

を
あ
げ
て
私
を
見
た
。

「
失
礼
？
」
と
彼
女
は
言
っ
た
。

「
哺
乳
類
の
／
頭
蓋
骨
に
関
す
る
／
資

料
」
と
私
は
き
ち
ん
と
文
節
を
切
っ
て

繰
り
か
え
し
た
。

　

こ
れ
は
、
村
上
春
樹
『
世
界
の
終
り
と

ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』（
新

潮
社 

１
９
８
５)

の
一
場
面
で
、
主
人
公
が

図
書
館
を
訪
れ
、「
哺
乳
類
の
頭
蓋
骨
に
関

す
る
資
料
」
を
職
員
に
探
し
て
も
ら
う
と

こ
ろ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

資
料
を
探
し
た
り
、
調
べ
物
を
し
て
い
る

利
用
者
に
対
し
て
、
特
定
の
資
料
の
所
蔵

の
有
無
を
回
答
し
た
り
、
調
べ
方
を
案
内

し
、
調
査
の
支
援
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
と
呼
び
ま
す
。
日

本
に
お
い
て
は
十
分
に
知
ら
れ
て
い
る
と

は
い
い
が
た
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
国
立

国
会
図
書
館
は
開
館
当
初
か
ら
行
っ
て
お

り
、
現
在
で
は
全
国
の
多
く
の
図
書
館
も

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

開
館
か
ら
の
70
年
間
、
国
立
国
会
図
書

館
が
提
供
し
て
き
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
の
形
は
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
こ
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
歴
史
の
中
で
、

特
徴
的
な
二
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

図
書
館
に
お
け
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
一

般
的
な
受
理
方
法
に
は
、来
館
、電
話
、ウ
ェ

ブ
フ
ォ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
国
立
国
会

図
書
館
で
は
、
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
経
由
で

の
個
人
か
ら
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
受
け
付

け
て
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
お
近
く
の
図
書

館
に
相
談
す
る
よ
う
案
内
し
て
い
ま
す
。

そ
の
代
わ
り
、「
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ

イ
ン
」
を
通
じ
て
全
国
の
図
書
館
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
を
受
け
て
い
ま
す
。
全
国
の

図
書
館
で
は
、
利
用
者
の
方
々
か
ら
受
け

た
ご
質
問
に
回
答
で
き
な
か
っ
た
場
合
や

さ
ら
な
る
調
査
を
行
い
た
い
場
合
に
、
国

立
国
会
図
書
館
に
そ
の
質
問
を
送
付
し
ま

す
。
国
立
国
会
図
書
館
で
は
そ
の
依
頼
に

応
じ
て
調
査
を
行
い
、
依
頼
元
で
あ
る
図

書
館
に
回
答
を
送
り
ま
す
。
流
れ
は
上
の

渡辺 由利子 

過去を読み、未来を読む。
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図
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
図
書
館
協
力
体
制
に
よ
る

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
世
界

的
に
珍
し
く
、筆
者
が
平
成
25
（
２
０
１
３
）

年
に
米
国
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ

ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
図
書

館
を
訪
問
し
て
調
査
を
行
っ
た
際
に
、
国

立
図
書
館
や
王
立
図
書
館
と
各
地
の
図
書

館
の
間
で
こ
の
よ
う
な
協
力
体
制
を
構
築

し
て
い
る
国
は
一
か
国
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
あ
る
図
書
館
で
回
答
が
で
き
ず
、

国
立
図
書
館
や
王
立
図
書
館
に
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
が
適
切
な
場
合
に
は
、
そ
の
図

書
館
に
直
接
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
を
勧
め

る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
形
で
す
。

　

で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
い
つ

ご
ろ
か
ら
図
書
館
協
力
体
制
に
よ
る
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
意
識
し

始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
に
国
立
国
会
図

書
館
一
般
考
査
部
が
編
集
し
た
『
国
立
国

会
図
書
館
利
用
の
て
び
き
』
に
は
、「
九　

文
献
調
査
や
研
究
に
つ
い
て
援
助
を
求
め

た
い
方
は
」
の
項
目
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
範

囲
か
ら
除
外
さ
れ
る
も
の
と
し
て
「
依
頼

者
の
居
住
す
る
地
域
の
公
共
図
書
館
や
職

域
の
図
書
館
で
十
分
解
決
し
う
る
問
題
、

ま
た
は
そ
の
地
域
や
職
域
の
図
書
館
で
最

も
よ
く
解
決
で
き
る
問
題
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
国
立
国
会
図
書
館
で
は
比
較
的

初
期
の
段
階
か
ら
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
申

し
込
み
が
集
中
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め

に
、
地
域
の
図
書
館
を
先
に
利
用
し
て
も

ら
う
と
い
う
方
針
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
と
同
様
の
記
述
は
、
昭
和
27

（
１
９
５
２
）
年
の
『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
手

び
き
』
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
米
国
議
会
図

書
館
が
刊
行
し
た”General Reference 

and Bibliography D
ivision, Library of 

Congress D
epartm

ental &
 D

ivisional 

M
anuals” N

o.14, W
ashington, 1950

を

当
時
の
国
立
国
会
図
書
館
一
般
考
査
部
の

職
員
が
翻
訳
し
た
も
の
で
、「
市
立
、
郡
立
、

州
立
ま
た
は
他
の
地
方
図
書
館
の
資
料
で

充
分
間
に
合
う
と
思
わ
れ
る
質
問
は
、
普

通
、
そ
れ
ら
の
図
書
館
に
照
会
さ
れ
た
い

旨
を
書
き
添
え
て
返
送
す
る
。」
と
の
記
述

が
あ
り
ま
す
。
翻
訳
を
通
じ
て
米
国
議
会

図
書
館
に
お
け
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
方
法
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

し
か
し
実
際
は
、
個
々
の
利
用
者
か
ら

の
郵
送
で
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
申
し
込
み
を

『国立国会図書館利用のてびき : 主として一般利用者のために』
国立国会図書館一般考査部 編　春秋会 ( 国立国会図書館内 ), 
1954　＜請求記号 016.11-Ko5482k＞

国立国会図書館 A図書館

A図書館が利用者から質問を受けるA図書館で回答ができない、さらなる調査が必要な場合は、
「国立国会図書館オンライン」を通して国立国会図書館に依頼

A図書館が利用者に回答国立国会図書館は調査結果を A図書館に回答

レファレンスサービスにおける現在の協力体制

1

4

2

3

『レファレンスの手びき : 米国議会図
書館考査局一般考査書誌部の要領
書』
米国議会図書館 [ 著 ], 国立国会図
書館一般考査部 [ 編訳 ] 国立国会
図書館一般考査部 , 1952.5＜請求
記号 UL731-19＞
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制
限
す
る
具
体
的
な
手
段
は
取
ら
れ
ず
、

年
々
件
数
は
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年
3
月
16
日
、
公

立
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
担
当
者

に
よ
る
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ワ
ー
ク
連
絡

協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
、「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・

ワ
ー
ク
に
お
け
る
図
書
館
間
協
力
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
協
議
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
会
の
趣
旨
は
、
国
立
国
会
図
書
館

に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
直
接
申
し
込
む
利
用

者
に
、
ま
ず
は
地
域
の
図
書
館
を
利
用
す

る
こ
と
を
勧
め
た
い
と
い
う
国
立
国
会
図

書
館
の
意
向
に
つ
い
て
参
加
者
と
意
見
交

換
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
通
じ

て
、
国
立
国
会
図
書
館
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
を
広
報
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
申
し
込
み
が
増
加
し
、
回
答
担
当

者
た
ち
が
「
て
ん
て
こ
舞
い
」
だ
っ
た
そ

う
で
す
。『
国
立
国
会
図
書
館
年
報
』
に

記
録
さ
れ
て
い
る
一
般
考
査
部
に
よ
る
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
の
受
理
件
数
を
見
る
と
、
昭

和
24
年
度
4
２
９
３
件
、
昭
和
25
年
度

4
４
６
１
件
、
昭
和
26
年
度
５
０
０
７

件
、
昭
和
27
年
度
７
０
８
２
件
、
昭
和

28
年
度
１
０
１
３
３
件
、
昭
和
29
年
度

１
４
５
３
６
件
と
年
々
増
加
し
、
国
立
国

会
図
書
館
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
図
書
館
の
利

用
を
促
進
す
る
こ
と
に
は
、
量
的
な
問
題

へ
の
対
処
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
積
極
的

な
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
考
査

書
誌
課
長
が
会
を
開
催
し
た
理
由
に
つ
い

て
、「
せ
っ
か
く
地
方
の
図
書
館
で
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
・
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
サ
ー
ビ
ス
を

さ
れ
て
お
ら
れ
、
こ
れ
が
地
域
の
住
民
と

そ
の
地
域
の
図
書
館
と
を
結
び
つ
け
る
非

常
に
い
い
武
器
で
は
な
い
の
か
と
考
え
た

か
ら
」
と
発
言
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、

地
域
の
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
は
十
分
に
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
利
用
者
に
地

元
の
図
書
館
を
ま
ず
利
用
す
る
よ
う
促
す

こ
と
に
よ
り
、
全
国
の
図
書
館
の
利
用
促

進
と
、
そ
こ
で
提
供
さ
れ
て
い
る
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
広
報
を
兼
ね
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で

す
。

　

こ
れ
に
呼
応
し
て
以
下
の
よ
う
な
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

た
と
え
国
会
図
書
館
で
あ
っ
て
も
全
国

協議会は当時国立国会図書館が置かれていた赤坂離宮（現迎賓館）の羽衣の間で行われ
ました。文部省図書館職員養成所教官による全国の図書館のレファレンス業務の実態調査
の報告、各図書館からのレファレンス業務の概況報告の後、「レファレンス・ワークにおけ
る図書館間協力について」というテーマで協議が始まりました。（下は協議の冒頭部分）

『レファレンス・ワーク連絡協議会議事録』
国立国会図書館一般考査部 , 1957＜請求
記号 015.2-Ko548r＞
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か
ら
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
要
求
が
全
部

国
会
図
書
館
に
殺
到
さ
れ
て
は
困
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
す
か

ら
地
方
が
ま
ず
第
一
の
窓
口
と
な
っ
て

や
っ
て
、
そ
こ
で
選
り
す
ぐ
っ
た
も
の

が
国
会
図
書
館
に
来
る
よ
う
に
す
る
の

が
当
前
（
マ
マ
）
の
こ
と
だ
と
思
う
の
で

す
が
ね
。（
渋
谷
国
忠（
前
橋
市
立
図
書
館
長
））

国
会
図
書
館
に
は
地
方
で
は
で
き
な
い

サ
ー
ビ
ス
の
面
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

そ
の
点
に
つ
い
て
は
我
々
地
方
の
立
場

か
ら
い
っ
て
是
非
国
会
図
書
館
で
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
ま

た
地
方
は
地
方
で
国
会
図
書
館
で
は
で

き
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
面
を
持
っ
て
お
り

ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
点
に
つ
い
て
は

国
会
図
書
館
の
ほ
う
か
ら
地
方
へ
出
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。（
中
略
）
ま
た
地
方
の

図
書
館
が
全
国
的
な
組
織
を
持
っ
て
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
を
や
ら
な
け
れ
ば
、
サ
ー

ビ
ス
が
徹
底
し
な
い
こ
と
も
は
っ
き
り

し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
全
国
的

な
組
織
を
ど
う
し
て
作
っ
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
の
場

合
に
国
会
図
書
館
が
中
心
に
な
る
ほ
う

が
組
織
が
う
ま
く
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
そ
う
い
う
方
面
に
御
援
助
下

さ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
。（
蒲
池
正
夫
（
徳
島

県
立
図
書
館
長
））

　

ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
ま
し

た
が
、
ま
ず
会
の
趣
旨
で
あ
っ
た
各
地
域

の
図
書
館
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
申
し
込
む

よ
う
利
用
者
に
勧
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は

大
部
分
の
出
席
者
が
賛
同
し
、
そ
の
こ
と

が
全
国
の
図
書
館
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
こ
の
会

の
開
催
後
、
ラ
ジ
オ
の
ロ
ー
カ
ル
放
送
で

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
広
報
す
る
場

合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
府
県
立
な
い

し
市
立
図
書
館
な
ど
と
事
前
に
連
絡
を
と

り
、
そ
れ
ら
の
図
書
館
の
広
報
方
針
と
の

関
係
を
顧
慮
し
た
上
で
放
送
す
る
よ
う
申

し
入
れ
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
ま

す（
注
）。

　

な
お
、
こ
の
あ
と
だ
い
ぶ
経
っ
た
昭
和

61
（
１
９
８
６
）
年
、
国
立
国
会
図
書
館
は

図
書
館
協
力
部
を
創
設
し
、
組
織
と
し
て

図
書
館
協
力
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
図
書
館
か
ら

の
依
頼
を
図
書
館
協
力
部
が
一
元
的
に
受

け
付
け
、
個
人
か
ら
の
郵
送
の
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
よ
り
も
、
図
書
館
か
ら
の
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
に
早
く
回
答
す
る
方
針
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
統
計
を
見
る
と
、

個
人
の
利
用
者
か
ら
の
依
頼
が
全
体
に
占

め
る
割
合
が
徐
々
に
減
っ
て
い
く
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
（
グ
ラ
フ
１
）。

　

そ
し
て
、
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
に

ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
経
由
で
の
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
付
け
を
開
始
し
、
事

前
に
登
録
し
た
図
書
館
に
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
を
提
供
し
、
ロ
グ
イ
ン
し
た
上
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
申
し
込

ん
で
も
ら
う
と
い
う
体
制
が
実
現
し
ま
し

た
。

　

国
立
国
会
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
の
歴
史
の
中
で
注
目
し
た
い
も

う
一
つ
の
点
は
、
蔵
書
目
録
の
変
化
が
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
に
与
え
た
影
響
で
す
。

　

国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
は
長
年
、
主

に
カ
ー
ド
目
録
で
管
理
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
資
料
の
タ
イ
ト
ル
、
著
者
名
、
出
版

社
名
、
刊
行
年
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
カ
ー

ド
が
タ
イ
ト
ル
や
著
者
名
か
ら
探
せ
る
よ

0
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10,000

15,000

20,000

25,000

662 元 2 3 4 平成 7平成昭和 平成 平成 平成 平成 平成
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グラフ1　郵送によるレファレンスの依頼元別件数
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個人から図書館から
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う
に
並
べ
ら
れ
て
専
用
の
棚
（
カ
ー
ド
ボ
ッ

ク
ス
と
呼
び
ま
す
）
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
来
館
利
用
者
が
資
料
を
閲
覧
す
る
際

に
は
、
そ
れ
ら
の
カ
ー
ド
で
請
求
記
号
を

確
認
し
、
紙
の
請
求
票
に
記
入
し
て
申
し

込
む
の
で
す
。
電
話
で
蔵
書
の
有
無
を
問

わ
れ
た
際
に
、
カ
ー
ド
ボ
ッ
ク
ス
ま
で

走
っ
て
い
っ
て
調
べ
、
電
話
に
戻
り
回
答

し
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
職
員
も

い
ま
す
。
こ
の
カ
ー
ド
目
録
は
、
昭
和
35

（
１
９
６
０
）
年
か
ら
は
数
年
ご
と
に
編
纂

さ
れ
る
冊
子
目
録
と
し
て
も
刊
行
さ
れ
、

都
道
府
県
立
図
書
館
な
ど
に
頒
布
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
最
新
の
情
報
を

確
認
す
る
に
は
国
立
国
会
図
書
館
の
カ
ー

ド
目
録
に
あ
た
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
所
蔵
調
査
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
の
中
心
を
占
め
て
き
ま
し
た
。

　

蔵
書
目
録
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
の
機

械
化
に
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
検
索
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
昭
和
63
（
１
９
８
８
）
年
に
目
録
は
Ｃ

Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
化
さ
れ
、
全
国
の
図
書
館
に

も
頒
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

彼
女
は
し
ば
ら
く
下
唇
を
か
ん
で
考

え
こ
ん
で
い
た
が
、「
ち
ょ
っ
と
お
待

ち
下
さ
い
。
調
べ
て
み
ま
す
」
と
言
っ

て
、
く
る
り
と
う
し
ろ
を
向
き
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
キ
イ
ボ
ー
ド
に
『
ほ
に
ゅ

う
る
い
』
と
い
う
単
語
を
う
ち
こ
ん
だ
。

二
十
ば
か
り
の
書
名
が
ス
ク
リ
ー
ン
に

あ
ら
わ
れ
た
。
彼
女
は
ラ
イ
ト
ペ
ン
を

使
っ
て
そ
の
う
ち
の
⅔
ば
か
り
を
消
し

た
。
そ
し
て
そ
れ
を
メ
モ
リ
ー
し
て
か

ら
、
こ
ん
ど
は
『
こ
っ
か
く
』
と
い
う

単
語
を
う
っ
た
。
七
つ
か
八
つ
の
書
名

が
出
て
き
て
、
彼
女
は
そ
の
う
ち
の
二

つ
だ
け
を
残
し
、
前
の
メ
モ
リ
ー
ぶ
ん

の
下
に
そ
れ
を
並
べ
た
。（
中
略
）

　

彼
女
は
コ
ピ
ー
の
ス
ウ
ィ
ッ
チ
を
押

し
て
モ
ニ
タ
ー
Ｔ
Ｖ
の
ス
ク
リ
ー
ン
・

コ
ピ
ー
を
と
り
、
そ
れ
を
私
に
わ
た
し

て
く
れ
た
。

「
こ
の
九
冊
の
中
か
ら
選
ん
で
下
さ
い
」

と
彼
女
は
言
っ
た
。

　

こ
れ
は
冒
頭
の
村
上
春
樹
の
小
説
の

引
用
の
続
き
で
す
。「
ラ
イ
ト
ペ
ン
」
や

コ
ピ
ー
を
渡
す
く
だ
り
を
の
ぞ
け
ば
、

１
９
９
０
年
代
の
国
立
国
会
図
書
館
の
様

子
と
そ
れ
ほ
ど
違
い
ま
せ
ん
。
ま
た
平
成

元
（
１
９
８
９
）
年
7
月
か
ら
来
館
者
自
身

が
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
端
末
で
検
索
す
る
実
験

も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
目
録
は
部
分
的
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
、
徐
々
に
デ
ー
タ
数

を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。
平
成
14

（
２
０
０
２
）
年
10
月
に
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ

Ａ
Ｃ
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ

ス
テ
ム
）
が
公
開
さ
れ
、
国
立
国
会
図
書
館

の
蔵
書
の
大
部
分
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
蔵
書
目
録
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
は
、
全
国
の
図
書
館

で
も
進
み
ま
し
た
。
平
成
10
（
１
９
９
８
）

年
の
国
立
情
報
学
研
究
所
に
よ
る
Ｎ
Ａ
Ｃ

Ｓ
Ｉ
Ｓ 

Ｗ
ｅ
ｂ
ｃ
ａ
ｔ
の
本
格
提
供
や
、

平
成
16
（
２
０
０
４
）
年
の
国
立
国
会
図

書
館
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
一

般
公
開
な
ど
、
複
数
の
図
書
館
の
所
蔵
情

報
を
一
括
で
検
索
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
の
構
築
も
同
じ
こ
ろ
に
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

村
上
春
樹
の
小
説
の
主
人
公
は
、
図
書

館
に
来
館
し
て
、
職
員
に
頼
ん
で
蔵
書
を

調
べ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
来
館
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
図
書
館
員

に
依
頼
す
る
こ
と
な
く
、
必
要
な
本
を
探

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
全
国
の
図
書
館
ま
た
は
利

（上）本館目録ホールのカードボックス
（下）利用者による端末での検索
（いずれも平成 9（1997）年の写真）
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用
者
自
身
が
蔵
書
検
索
を
で
き
る
よ
う
に

環
境
を
整
備
し
た
結
果
、
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
サ
ー
ビ
ス
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
ま

し
た
。
ま
ず
は
件
数
の
減
少
が
あ
り
ま

す
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
処
理
件
数
が
最
も

多
か
っ
た
平
成
8
（
１
９
９
６
）
年
度
の

統
計
で
は
、
処
理
件
数
は
２
５
６
６
３
件

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年

度
に
は
６
５
０
９
件
と
約
75
％
減
少
し
て

い
ま
す
。
ま
た
質
問
の
内
容
も
変
化
し
て

い
ま
す
。
所
蔵
調
査
に
つ
い
て
の
質
問
数

が
激
減
し
た
の
で
す
。
平
成
8
年
度
の
統

計
で
は
、
所
蔵
調
査
は
１
４
４
６
４
件
あ

り
、
全
体
の
う
ち
の
56
％
を
占
め
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
28
年
度
に

は
所
蔵
調
査
は
４
３
４
件
（
7
％
）
と
な
り
、

平
成
8
年
度
と
比
較
す
る
と
、
所
蔵
調
査

の
件
数
は
97 
%
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
同

じ
く
平
成
8
年
度
と
平
成
28
年
度
を
比
較

し
て
次
に
減
少
率
が
高
い
の
は
「
所
蔵
機

関
調
査
」（
あ
る
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
図
書

館
の
調
査
）
で
90 

%
減
少
し
て
い
ま
す
（
グ

ラ
フ
２
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
図
書
館
が
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
情
報
が
増
え
た
こ
と
も
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
の
件
数
減
少
の
大
き
な
理
由

で
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
図
書
館
に
お

い
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
有
用
な

情
報
を
提
供
し
て
い
く
情
報
発
信
型
の

サ
ー
ビ
ス
が
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

の
重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
広
義
の
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
サ
ー
ビ
ス
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
蔵
書

目
録
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
効

率
的
に
調
べ
物
を
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
平
成

14
（
２
０
０
２
）
年
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト

ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
調
べ
る
と
き
に
役
立
つ

資
料
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
ま
と
め

た
「
テ
ー
マ
別
調
べ
方
案
内
」
を
公
開
し

始
め
ま
し
た
。
ま
た
平
成
17
（
２
０
０
５
）

年
に
は
、
過
去
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
を

調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
も
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
だ

け
で
な
く
、
全
国
の
図
書
館
が
参
加
し
て

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
を
登
録
す
る
も
の
で

す
。

　
「
テ
ー
マ
別
調
べ
方
案
内
」
は
そ
の
後

「
調
べ
方
案
内
」
に
名
を
変
え
、
平
成
29

年
度
末
現
在
で
１
３
１
９
件
の
デ
ー
タ
を

提
供
、
一
年
間
で
約
６
５
０
万
の
ペ
ー
ジ

ビ
ュ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
は
、
７
６
９
の

図
書
館
が
参
加
し
、
約
21
万
件
の
デ
ー
タ

を
提
供
、
５
３
１
０
万
も
の
ア
ク
セ
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
前
述
の
昭
和
32（
１
９
５
７
）

年
の
協
議
会
で
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
た
め
の
全
国
的
な
組
織
の
構

築
を
求
め
る
意
見
が
出
ま
し
た
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
当
時
は
想

像
も
し
な
か
っ
た
形
で
実
現
し
た
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
全
国
の
図
書
館
と
協
力

し
な
が
ら
、
ま
た
利
用
者
の
調
べ
物
を
支

援
す
る
最
も
よ
い
形
を
模
索
し
な
が
ら
、

国
立
国
会
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
は
変
化
し
て
き
た
の
で
す
。

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

662 元 2 3 4 平成 7平成昭和 平成 平成 平成 平成 平成

（件数）

（年度）563昭和

グラフ1　郵送によるレファレンスの依頼元別件数

※これ以前の年度は文書とそれ以外を区分けして採取していない

個人から図書館から

0

5,000

10,000

15,000

20,000

30,000

25 2710 22 23 26平成

（件数）

（年度）24 28

グラフ2　郵送によるレファレンスの内容別件数

全体 所蔵調査

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

25,000

8 9

所蔵機関調査

グラフ 2　文書レファレンスの種類別件数
※郵送、ファックス、ウェブフォーム経由のもの
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み
な
さ
ん
は
新
聞
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
い
ま
す
か
？

最
近
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
読
ま
れ
る
方
も
増
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や

は
り
新
聞
と
い
え
ば
大
き
な
紙
面
を
広
げ
て
読
む
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
全
国
紙
を
は
じ
め
、
地
方
紙
、

業
界
紙
、
専
門
紙
、
政
党
紙
、
ス
ポ
ー
ツ
紙
、
外
国
の
新

聞
な
ど
、
約
一
万
タ
イ
ト
ル
、
約
六
〇
〇
万
点
の
新
聞
を

所
蔵
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
新
聞
は
、紙
や
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
読
め
る
も
の
の
ほ
か
に
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
と
い

う
媒
体
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。 

　

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
と
は
、
数
cm
幅
の
フ
ィ
ル
ム
に
紙

面
を
一
面
ず
つ
小
さ
く
焼
き
付
け
た
も
の
で
す
。
ロ
ー
ル

一
本
に
つ
き
、
日
刊
紙
で
半
月
分
か
ら
一
か
月
分
ほ
ど
が

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
肉
眼
で
は
読
む
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
マ
イ
ク
ロ
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
機
械
を
使
い
ま
す
。

こ
の
機
械
に
フ
ィ
ル
ム
を
セ
ッ
ト
す
る
と
、
紙
面
が
大
き

く
映
し
出
さ
れ
、
ハ
ン
ド
ル
を
く
る
く
る
と
回
し
な
が
ら

読
み
進
め
ま
す
。 

　

残
念
な
が
ら
、「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
使
い
づ
ら
い
」

と
い
う
声
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
度
使
い
方
を
覚
え

て
し
ま
え
ば
簡
単
な
の
で
す
が
、
確
か
に
紙
を
め
く
る
よ

り
は
手
間
が
掛
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
あ
る

記
事
を
探
し
て
ほ
し
い
と
い
う
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
受
け

て
、
見
つ
か
る
ま
で
手
首
が
疲
れ
る
ほ
ど
ハ
ン
ド
ル
を
回

し
続
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

新
聞
そ
の
も
の
は
と
て
も
傷
み
や
す
い
資
料
で
す
。
ど

ん
な
に
大
切
に
扱
っ
て
も
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
劣
化

や
変
色
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
古
い
新
聞
の
中
に
は
、
触

る
の
を
躊
躇
し
て
し
ま
う
ほ
ど
状
態
の
悪
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。 

そ
の
た
め
、
代
わ
り
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を

使
う
こ
と
で
、
新
聞
の
原
紙
を
可
能
な
限
り
永
く
保
存
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

新
聞
は
、
数
百
年
前
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
様
々
な

情
報
を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
発
達
し
た
現
代
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
網

羅
的
に
保
存
す
る
メ
デ
ィ
ア
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
新
聞
は
、
貴
重
な
情
報
源
に
な
り
え
ま
す
。

　

新
聞
を
通
じ
て
、
長
い
歴
史
の
流
れ
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
に
、
私
は
大
い
な
る
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま

す
。
見
出
し
や
記
事
、
広
告
だ
け
で
な
く
、
文
体
や
表
記
、

フ
ォ
ン
ト
な
ど
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
や
場
所
の
雰

囲
気
が
生
き
生
き
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。こ
の
ロ
マ
ン
を
何
百
年
先
に
も
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、

か
け
が
え
の
な
い
資
料
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
図
書
館
資
料
整
備
課
新
聞
係　

茗
荷
谷
新
聞
）

ロ
マ
ン
を
伝
え
る
た
め
に
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道
路
、
鉄
道
、
橋
梁
、
河
川
、
ダ
ム
、
上

下
水
道
…
私
た
ち
の
生
活
は
、
様
々
な
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー（
イ
ン
フ
ラ
）に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
を
可
能
に
し
た
の
は
、
土
木
技
術
の

発
展
に
他
な
ら
な
い
。
土
木
の
歴
史
は
、
単

な
る
建
造
物
の
歴
史
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
土

の
秩
序
形
成
や
暮
ら
し
の
豊
か
さ
に
結
び
つ

い
て
お
り
、
文
明
構
築
の
歩
み
そ
の
も
の
で

あ
る
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
の
も
と
、
様
々
な

視
点
か
ら
土
木
と
文
明
の
歴
史
を
紹
介
し
た

の
が
『
土
木
と
文
明
』
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
土
木
や
イ
ン
フ
ラ
と
い
う
一
見

「
か
た
い
」
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
が
、
土

木
学
会
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
の
特
別

展
示
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
写
真
や

図
表
を
多
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
読
み
や
す

い
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
、「
第
1
章
　
築
か
れ
た
大
地
」
で

国
土
利
用
の
変
遷
を
概
観
し
、「
第
2
章
　

国
土
経
営
の
手
法
」
に
お
い
て
、
都
市
機
能

や
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
整
備
を
利
用
し

た
、
各
時
代
の
統
治
の
あ
り
方
を
考
察
し
て

い
る
。「
第
3
章
　
自
然
の
脅
威
へ
の
対
応
」

で
は
、
自
然
災
害
大
国
で
あ
る
日
本
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
な
治
水
・
防
災
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
き
た
の
か
を
紹
介
し
、「
第
4
章
　

都
市
の
再
生
」
で
は
、
災
害
や
戦
災
を
乗
り

越
え
て
、
新
た
な
都
市
が
築
か
れ
て
き
た
様

子
を
伝
え
て
い
る
。「
第
5
章
　
都
市
デ
ザ

イ
ン
の
多
様
性
」「
第
6
章
　
橋
梁
デ
ザ
イ

ン
の
多
様
性
」
で
は
、
様
々
な
都
市
・
橋
梁

の
デ
ザ
イ
ン
の
類
型
と
、
そ
の
背
後
に
あ
る

思
想
を
紐
解
い
て
い
る
。

　
本
書
の
特
徴
は
、
土
木
や
イ
ン
フ
ラ
に
ま

つ
わ
る
様
々
な
事
実
・
数
値
が
、
視
覚
的
に

表
現
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
日

本
で
は
、
国
土
の
４
分
の
１
を
占
め
る
に
過

ぎ
な
い
平
野
部
に
、
人
口
の
約
80
％
が
集
中

し
て
い
る
。
し
か
し
、
初
め
か
ら
全
て
の
平

野
部
が
居
住
に
適
し
て
い
た
訳
で
は
な
く
、

人
の
手
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
、
地
図
の
上
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
第
1
章
）。
視
覚
に
う
っ
た
え
る
紙
面
構
成

に
よ
り
、
土
木
分
野
の
専
門
知
識
が
な
く
て

も
、
本
書
の
内
容
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

　
巻
末
に
は
、
土
木
が
果
た
し
て
き
た
役
割

と
そ
の
担
い
手
に
つ
い
て
、「
ひ
ろ
げ
る
」「
さ

さ
え
る
」「
ま
も
る
」「
は
ぐ
く
む
」
と
い
う

四
つ
の
視
座
か
ら
整
理
し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
年

表
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
興
味
深

い
。
例
え
ば
、
か
つ
て
徒
歩
で
13
日
を
要
し

た
東
京-

大
阪
間
は
、
今
で
は
新
幹
線
（
の

ぞ
み
）
を
使
っ
て
2
時
間
25
分
で
快
適
に
移

動
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
将
来
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
が
開
通
す
れ
ば
、
約
1
時
間
ほ
ど

に
短
縮
さ
れ
る
と
い
う
か
ら
驚
き
で
あ
る
。

　
先
人
の
知
恵
と
技
術
に
よ
っ
て
高
度
に
整

備
さ
れ
た
現
代
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
老
朽
化
へ

の
対
応
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
歴

史
を
知
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支

え
て
い
る
土
木
と
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
再

認
識
し
、
い
か
に
未
来
へ
と
引
き
継
い
で
い

く
か
、
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
一
冊
で
あ
る
。

（
千
田 

和
明
）

土木と文明
土木学会創立100周年記念式典特別展示

土木学会 土木図書館委員会
2015.9　75p　26cm
<請求記号　DL825-L34>



28国立国会図書館月報 689/690 号 2018.9/10

国
際
子
ど
も
図
書
館
展
示
会

「『
赤
い
鳥
』
創
刊
１
０
０
年
―
誌
面
を
彩
っ
た
作
品

と
作
家
た
ち
」

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
平
成
30
年
9
月
9
日
（
日
）
か

ら
平
成
31
年
1
月
20
日
（
日
）
ま
で
、
展
示
会
「『
赤
い
鳥
』
創

刊
１
０
０
年
―
誌
面
を
彩
っ
た
作
品
と
作
家
た
ち
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
「
蜘
蛛
の
糸
」
や
「
か
な
り
や
」
の
よ
う
に
、
今
も
広
く
親
し

ま
れ
て
い
る
童
話
や
童
謡
を
数
多
く
世
に
送
り
出
し
た
児
童
向

け
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
が
大
正
7
（
１
９
１
８
）
年
に
創
刊
さ
れ
て
、

今
年
で
１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
で
は
、
主
宰
者
と
し
て
芸
術
的
観
点
か
ら
児
童

文
学
の
質
の
向
上
を
目
指
し
た
鈴
木
三
重
吉
、
童
謡
の
発
展
に

寄
与
し
た
北
原
白
秋
な
ど
、『
赤
い
鳥
』
で
活
躍
し
た
作
家
や
詩

人
の
作
品
を
通
し
て
、
同
誌
が
日
本
の
児
童
文
学
史
に
お
い
て

果
た
し
た
役
割
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
開
催
期
間

前
期
：
平
成
30
年
9
月
9
日
（
日
）
～
平
成
30
年
11
月
11
日
（
日
）

後
期
：
平
成
30
年
11
月
13
日
（
火
）
～
平
成
31
年
1
月
20
日
（
日
）

※
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
・
休
日
、
年
末
年
始
（
12
月
28
日
～
1

月
4
日
）、
毎
月
第
3
水
曜
日
（
資
料
整
理
休
館
日
）
は
休
館

○
開
館
時
間

9
時
30
分
～ 

17
時

○
会
場

国
際
子
ど
も
図
書
館
レ
ン
ガ
棟
3
階
本
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

<

関
連
行
事
の
ご
案
内>

講
演
会
「『
赤
い
鳥
』
童
謡
と
音
楽
」

　

大
東
文
化
大
学
社
会
学
部
専
任
講
師
で
あ
る
周し
ゅ
う
と
う
よ
し
き

東
美
材
氏
を

講
師
に
お
迎
え
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

○
日
時

10
月
21
日
（
日
）
14
時
～
16
時

○
会
場　

国
際
子
ど
も
図
書
館
ア
ー
チ
棟
1
階
研
修
室
1

○
対
象　

中
学
生
以
上
（
定
員
１
０
０
名
）

○
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

<

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込>

台
東
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
上
野
の
山
文
化
ゾ
ー
ン[

講
演
会
シ

リ
ー
ズ]

」（http://w
w

w
.city.taito.lg.jp/index/bunka_kanko/

torikum
i/uenonoyam

a/koenkai.htm
l

）
に
ア
ク
セ
ス
し
、
専

用
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

<

往
復
は
が
き
に
よ
る
申
込>

　

は
が
き
の
「
往
信
用
裏
面
」
と
「
返
信
用
表
面
」
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
左
記
の
宛
先
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

「
往
信
用
裏
面
」
の
必
要
事
項
：

　

１
．
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

　

２
．
参
加
人
数
（
１
枚
の
は
が
き
で
２
名
ま
で
。
２
名
の
場
合
は

　

そ
れ
ぞ
れ
の
氏
名
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

３
．
電
話
番
号

　

４
．「
講
演
番
号
８
番
」「『
赤
い
鳥
』
童
謡
と
音
楽
」

「
返
信
用
表
面
」
の
必
要
事
項
：
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

宛
先
：
〒
１
１
０
‐
８
６
１
５　

東
京
都
台
東
区
東
上
野
４
‐
５
‐
６

　

台
東
区
役
所
文
化
振
興
課
「
上
野
の
山
文
化
ゾ
ー
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
担
当

○
締
切

10
月
１
日
（
月
）
必
着

○
問
合
せ
先　

国
際
子
ど
も
図
書
館
資
料
情
報
課
展
示
係

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
原
資
料
の
利
用
休
止
に

つ
い
て

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
所
蔵
資
料
の
保
存
と
利
用
の
両
立

を
図
る
た
め
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
媒
体
変
換
を
行
い
、
作
業
が

終
了
し
た
後
は
、
原
資
料
に
代
え
て
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
た
め
、
次
の
と
お
り
一
部
の
資
料

の
利
用
を
休
止
し
ま
す
。

（
１
）
利
用
休
止
期
間　

平
成
31
年
3
月
末
日
ま
で
（
予
定
）

・
東
京
本
館
所
蔵
の
和
図
書　

約
９
１
０
冊

・
東
京
本
館
所
蔵
の
雑
誌　

約
１
８
０
タ
イ
ト
ル

約
１
，
９
３
０
冊

（
２
）
利
用
休
止
期
間　

平
成
30
年
9
月
25
日
～
平
成
31
年
3
月
末
日

ま
で
（
予
定
）

93

・
関
西
館
所
蔵
の
国
内
刊
行
洋
雑
誌

タ
イ
ト
ル

１
︐
１
７
０
冊
 

※
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
資
料
は
、
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン

の
所
蔵
一
覧
画
面
に
、「
作
業
中
」
の
表
示
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、事
前
に
検
索
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
利
用
を
休
止
す
る
資
料
群
ご
と
の
タ
イ
ト
ル
等
の
一
覧
の
ほ
か
、

詳
細
に
つ
い
て
は
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

○
掲
載
先　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ> 

資
料
の
保
存> 

資

料
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て> 

デ
ジ
タ
ル
化
作
業
に
伴
う
原
資
料
の

利
用
休
止
に
つ
い
て

　

利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
国
民
の

文
化
的
資
産
で
あ
る
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
を
可
能
な
限
り

永
く
保
存
し
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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第
20
回
図
書
館
総
合
展
に
参
加
し
ま
す

　

10
月
30
日
（
火
）
か
ら
11
月
1
日
（
木
）
に
パ
シ
フ
ィ
コ
横

浜
で
開
催
さ
れ
る
「
第
20
回
図
書
館
総
合
展
」
に
、
国
立
国
会

図
書
館
も
参
加
し
ま
す
。

　

開
館
70
周
年
を
迎
え
た
国
立
国
会
図
書
館
の
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
展
示
ブ
ー
ス
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
次
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
講

演
会
）
も
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
Ａ
Ｉ
や
ク
ラ
ウ
ド
技
術
は
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を

ど
う
変
え
て
い
く
か
～
国
立
国
会
図
書
館
の
次
世
代
シ
ス
テ

ム
開
発
研
究
室
の
実
験
事
業
、
関
連
研
究
か
ら
（
仮
）」

○
日
時

10
月
30
日
（
火
）
13
時
～
14
時
30
分

○
会
場　

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
（
定
員
１
０
０
名
）

○
講
師

阿
辺
川
武
氏
（
国
立
情
報
学
研
究
所
コ
ン
テ
ン
ツ
科
学
研
究
系
特

任
准
教
授
）

橋
本
雄
太
氏
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
助
教
）

寺
本
大
修
氏
（
近
畿
大
学
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
）

松
村
敦
氏
（
筑
波
大
学
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
系
助
教
）

里
見
航
（
電
子
情
報
部
次
世
代
シ
ス
テ
ム
開
発
研
究
室
）

青
池
亨
（
電
子
情
報
部
次
世
代
シ
ス
テ
ム
開
発
研
究
室
）

○
お
申
込
み
は
、
9
月
上
旬
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
イ
ベ
ン
ト
・

展
示
会
情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

総
務
部
総
務
課
広
報
係

電
話　

０
３
（
３
５
８
１
）
２
３
３
１
（
代
表
）

第
20
回
図
書
館
総
合
展
（
主
催
：
図
書
館
総
合
展
運
営
委
員
会
）

○
期
間　

10
月
30
日
（
火
）
～
11
月
1
日
（
木
）
10
時
～
18
時

○
会
場　

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜（
横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
１
‐
１
‐
１
）

平
成
30
年
度
ア
ジ
ア
情
報
研
修

ア
ジ
ア
情
報
の
収
集
・
提
供
に
関
す
る
ス
キ
ル
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
情
報
関
係
機
関
間
の
連
携
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
30
年
度
ア
ジ
ア
情
報
研
修
を
行
い
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
と
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　

平
成
30
年
11
月
8
日
（
木
）
～
9
日
（
金
）

○
会
場　

関
西
館
第
1
研
修
室

○
対
象　

各
種
図
書
館
、
調
査
研
究
・
教
育
機
関
、
中
央
省
庁
・
地

方
公
共
団
体
等
に
属
す
る
方
、
大
学
院
生
等
。

○
定
員　

20
名
（
原
則
、
1
機
関
に
つ
き
1
名
）。
応
募
多
数
の
場
合

は
調
整
し
ま
す
。

○
テ
ー
マ　

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
政
府
情
報
～
日
本
語
と
英
語
に
よ

る
調
査
を
中
心
に
～

○
内
容
（
予
定
）

11
月
8
日
（
木
）
13
時
30
分
～
17
時
30
分

実
習
①
「
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
諸
制
度
を
調
べ
る
」（
関
西
館
ア
ジ

ア
情
報
課
）

講
演
「
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
情
報
の
入
手
方
法
」

講
師　

岡
本
正
明
氏
（
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
研
究
所

教
授
）

＊
終
了
後
、
情
報
交
換
会
（
会
費
制
、
希
望
者
の
み
）
を
予
定
し

　
　

て
い
ま
す
。　
　

11
月
9
日
（
金
）
9
時
30
分
～
12
時　

　

実
習
②
「
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
統
計
情
報
を
調
べ
る
」（
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
図
書
館
）

　

＊
受
講
者
の
方
に
は
、
事
前
課
題
に
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
す
。

○
参
加
費　

無
料
。
た
だ
し
旅
費
・
滞
在
費
等
は
受
講
者
に
ご
負
担

い
た
だ
き
ま
す
。

○
申
込
方
法　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
次
の
ペ
ー
ジ

か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
「
ア
ジ
ア
情
報
研
修　

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
政
府
情
報
～
日
本
語
と

英
語
に
よ
る
調
査
を
中
心
に
～
」

h
ttp

://w
w

w
.id

e.g
o

.jp
/Jap

an
ese/Even

t/Lib
rary/      

20181108_kensyu.htm
l

　

＊
申
込
受
付
後
に
お
送
り
す
る
確
認
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合
は
、　

　

左
記
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

平
成
30
年
10
月
14
日
（
日
）

＊
定
員
を
超
え
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

＊
参
加
の
可
否
は
、
平
成
30
年
10
月
18
日
（
木
）
ま
で
に
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館

研
究
情
報
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課

電
話　

０
４
３
（
２
９
９
）
９
７
１
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
３
（
２
９
９
）
９
７
３
４

（上）
昨年度の展示ブース

（下）
今年もレファンレンス協同
データベースのマスコット
「れはっち」が登場します。
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平
成
30
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
都
道
府
県
立
及

び
政
令
指
定
都
市
立
図
書
館
長
と
の
懇
談
会

　

6
月
28
日
、
国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
に
お
い
て
標
記
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会
は
、
国
立
国
会
図
書

館
と
公
共
図
書
館
と
の
協
力
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
、
今
年
で
54
回
目
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
都
道

府
県
立
及
び
政
令
指
定
都
市
立
図
書
館
68
館
か
ら
81
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
文
部
科
学
省
が
、
図
書
館
行
政
の
動
向
に
つ
い
て

報
告
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
今
年
度
の
懇
談
会
の
テ
ー
マ

「
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
」
の
下
、
当
館
が
、
視
覚
障
害
者
等
用
デ
ー

タ
の
収
集
及
び
送
信
サ
ー
ビ
ス
、
平
成
29
年
度
実
施
の
『
公
共

図
書
館
に
お
け
る
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
調
査
研
究
』
の

調
査
結
果
、
マ
ラ
ケ
シ
ュ
条
約
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。

　

次
に
、
公
共
図
書
館
か
ら
、
髙
𣘺
和
治
埼
玉
県
立
久
喜
図
書

館
長
が
、
同
館
の
対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
、
点
字
・
音
声
デ
イ
ジ
ー
・

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
の
製
作
や
貸
出
等
の
提
供
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
、
市
町
村
立
図
書
館
の
支
援
等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
三
木
信
夫
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
長
は
、
同

館
の
サ
ー
ビ
ス
担
当
の
職
員
体
制
、
サ
ピ
エ
図
書
館
や
国
立
国

会
図
書
館
視
覚
障
害
者
等
用
デ
ー
タ
送
信
サ
ー
ビ
ス
等
へ
の
参

加
、
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
点
字
絵

本
等
の
製
作
や
対
面
朗
読
協
力
等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

質
疑
応
答
・
懇
談
で
は
、
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
改

善
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
矢
追
武
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
長
及
び
岡
本
富
士
男

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
長
が
、
6
月
18
日
の
大
阪
府
北
部
の

地
震
に
よ
る
図
書
館
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

懇
談
会
の
前
に
は
東
京
本
館
の
見
学
会
を
併
せ
て
行
い
、
約

50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
刊
案
内

外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
７
６
号　

ア
メ
リ
カ
の
高
齢
者
虐
待
防
止
に
関
す
る
法
律
―
２
０
０
９

年
高
齢
者
公
正
法
、
高
齢
者
虐
待
防
止
及
び
訴
追
法
―

ド
イ
ツ
放
送
州
間
協
定
―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
放
送
の
制
度
と

現
状
―

中
国
の
公
共
図
書
館
法

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
０
９
号

２
０
１
８
会
計
年
度
国
防
授
権
法
と
ア
メ
リ
カ
の
国
防
政
策

百
条
委
員
会
の
概
要
―
地
方
議
会
に
お
け
る
調
査
権
に
つ
い

て
―
（
短
報
）

諸
外
国
の
選
挙
制
度
―
類
型
と
そ
の
効
果
―
（
資
料
）

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
１
０
号

Ｅ
Ｕ
の
財
政
健
全
化
指
標

我
が
国
及
び
フ
ラ
ン
ス
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
の
労
働

時
間
規
制
―
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
創
設
に

向
け
た
動
き
に
関
連
し
て
―

米
軍
の
活
動
と
軍
事
基
地
周
辺
の
土
地
利
用
管
理
―
環
境
上

の
視
点
か
ら
―

事
業
承
継
税
制
の
概
要
及
び
論
点

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２
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